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1.　接合形式の要点
　接合形式と呼び径については、その特長及び用途を熟知し、使用条件に適し
たものを選択する。

接合形式の要点
接合形式 呼び径 特長 用途及び使用についての要点
GX形 75 ～ 450 　大きな伸縮性及び

可とう性をもち、最
終的には受口と挿し
口がかかりあって離
脱防止の役目をする。
直管がプッシュオンタ
イプで、異形管がメカ
ニカルタイプである。
　継手の水密性は、
プッシュオンタイプは
Ｔ形、メカニカルタイ
プはＫ形と同じである。

　耐地盤変動 ( 耐震
用、軟弱地盤用など )
の要求される配管に
適している。

直管

異形管

NS形 75 ～ 1000 　大きな伸縮性及び
可とう性をもち、最
終的には受口と挿し
口がかかりあって離
脱防止の役目をする。
　継手形式は、呼び
径 75 ～ 250 の 直 管
及び異形管、呼び径
300 ～ 450 の直管が
プッシュオンタイプ
で、 呼 び 径�300 ～�
450 異形管、呼び径
500 ～ 1000 の直管及
び異形管がメカニカ
ルタイプである。継
手の水密性は、プッ
シュオンタイプは T
形、メカニカルタイ
プは K形と同じであ
る。

　耐地盤変動（耐震
用、軟弱地盤用など）
の要求される配管に
適している。

直管（呼び径75～450）

直管（呼び径500～1000）

異形管（呼び径75～250）

異形管（呼び径300～450）

異形管（呼び径500～1000）
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接合形式の要点（続き）
接合形式 呼び径 特長 用途及び使用についての要点
S形 1100 ～ 2600 　大きな伸縮性及び

可とう性をもつメカ
ニカルタイプで、最
終的には受口と挿し
口がかかり合って離
脱防止の役目をする。
　継手の水密性は、
K形と同じである。

　耐地盤変動（耐震
用、軟弱地盤用など）
の要求される配管に
適している。

US形 800 ～ 2600 　伸縮性及び可とう
性をもち、管の内面
から接合を行うメカ
ニカルタイプで、最
終的には受口と挿し
口がかかり合って離
脱防止の役目をする。
　継手の水密性は、
K 形、U 形と同じで
ある。

　シールド、トンネ
ル内配管、掘削幅の
狭い所などで耐地盤
変動（耐震用、軟弱
地盤用など）の要求
される配管に適して
いる。

呼び径800～1000

呼び径1100～2600

PN形 300 ～ 1500 　伸縮性及び可とう
性をもつプッシュオ
ンタイプで、最終的
には受口と挿し口が
かかりあって離脱防
止の役目をする。
　離脱防止力は、3D�
kN 以上（Ｄ：呼び径）
で、継手の水密性は、
Ｔ形と同じである。
　ロックリングの挿
入やセットボルトに
よるロックリングの
締め付けが不要であ
る。

　既設老朽管、新設
鉄筋コンクリート管
などをさや管として
新管を配管するパイ
プ ･ イン ･ パイプ工
法に使用し、耐地盤
変動（耐震用、軟弱
地盤用など）の要求
される配管に適して
いる。
　呼び径 300 ～ 1100
は、他の接合形式の
外径と異なるため、
取合い部には、受挿
し短管などを用いて
接合する。
　配管施工は、さや
管に押し込む方式、
及びさや管内に持ち
込んで接合する方式
がある。

呼び径  300～600

呼び径  700～1500
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接合形式の要点（続き）
接合形式 呼び径 特長 用途及び使用についての要点
UF形 800 ～ 2600 　大きな離脱防止力

をもつメカニカルタ
イプで、U形の受口
と挿し口にロックリ
ングがかかり合う溝
を設けたものである。
　コンクリート防護
が不要又は軽減でき
る。

　曲管部、T字管部、
片落管部、伏せ越し
部など内圧による抜
け出し力が作用する
場所に使用する。

充塡モルタル

K形 75 ～ 2600 　ゴム輪を押輪とボ
ルトで締め付けて接
合するメカニカルタ
イプである。
　作業が迅速で、継
手の水密性が高く、
かつ、伸縮性及び可
とう性がある。

　一般管路に使用さ
れ、大口径にも適し
ている。

T形 75 ～ 2000 　受口の内面にゴム
輪を装着し、テーパ
状の挿し口を挿入す
ることで簡単に接合
できるプッシュオン
タイプである。
　作業が迅速で、継
手の水密性が高く、
かつ、伸縮性及び可
とう性がある。

　直線部の多い管路
に適している。
　呼び径 300 以上の
異形管は、製造され
ていないのでメカニ
カルタイプのものを
使用する。

呼び径  75 ～ 250

呼び径  300 ～ 600

呼び径  700 ～ 2000

U形 800 ～ 2600 　管の内面から接合
を行うメカニカルタ
イプである。
　継手の水密性は K
形と同じである。伸
縮性及び可とう性が
ある。

　シールド、トンネ
ル内配管、掘削幅が
狭い所などの配管に
適している。ストッパ

充塡モルタル
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接合形式の要点（続き）
接合形式 呼び径 特長 用途及び使用についての要点
フランジ形 75 ～ 2600 　両方のフランジの

合わせ面にガスケッ
トをはさんで、ボル
トで締め付ける。
　剛継手であるため、
伸縮性及び可とう性
はない。

　フランジの付いた
異形管には、形式１
と形式２がある。形
式１は、フランジが
RF 形のみの異形管、
形式２は、フランジ
に GF 形を含む異形
管である。
　RF形－GF形の組
合せで使用し、7.5K
の 呼 び 径 75 ～ 600
の場合は、RF 形－
RF 形の組合せでも
使用できる。

RF形ーRF形の組み合わせ（形式1）

RF形ーGF形の組み合わせ（形式2）

NS形（Ｅ種管） 75 ～ 150 　大きな伸縮性及び
可とう性をもち、最
終的には受口と挿し
口がかかりあって離
脱防止の役目をする。
　継手形式は、直管
がプッシュオンタイ
プで、異形管がメカ
ニカルタイプである。
　継手の水密性は、
プッシュオンタイプ
はＴ形、メカニカル
タイプはＫ形と同じ
である。

　耐地盤変動 ( 耐震
用、軟弱地盤用など )
の要求される配管に
適している。
　設計水圧は、1.3�
MPa 以下で使用す
る。

直管

異形管

S５０形 50 　大きな伸縮性及び
可とう性をもち、最
終的には受口と挿し
口がかかりあって離
脱防止の役目をする。
　継手形式は、直管、
異形管ともメカニカ
ルタイプである。
　継手の水密性は、
Ｋ形と同じである。

　耐地盤変動 ( 耐震
用、軟弱地盤用など )
の要求される配管に
適している。

直管

異形管
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接合形式の要点（続き）
接合形式 呼び径 特長 用途及び使用についての要点

US形（Ｒ方式） 1500 ～ 2600 　伸縮性及び可とう
性をもち、管の内面
から接合を行うメカ
ニカルタイプで、最
終的には受口と挿し
口がかかり合って離
脱防止の役目をする。
　継手の水密性は、
K 形、U 形と同じで
ある。

　シールド、トンネ
ル内配管、掘削幅の
狭い所などで耐地盤
変動（耐震用、軟弱
地盤用など）の要求
される配管に適して
いる。


